
開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
、
国

労
福
島
県
闘
争
本
部
の
小
檜
山

本
部
長
は
、
「
春
は
名
の
み
の

風
の
寒
さ
や
」
と
早
春
賦
の

歌
詞
の
一
節
を
紹
介
し
、
春

（
解
決
）
を
待
ち
わ
び
る
も
の

の
心
情
を
25
年
間
の
闘
い
に
重

ね
紹
介
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
に
触
れ
た
。
【
別
掲
】

ま
た
主
催
者
を
代
表
し
て
仙

台
闘
争
団
の
高
橋
団
長
は
、

「
長
い
間
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
本
日
の
解
散
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
た
。
闘
い
の

過
程
で
は
困
難
も
あ
っ
た
が
、

一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
時
に
解
決

が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
労
働
者

は
団
結
が
全
て
で
あ
り
、
学
ん

だ
こ
と
を
次
の
闘
い
に
活
か
す
」

と
闘
い
の
集
約
と
決
意
を
述
べ

た
。続

い
て
長
期
に
わ
た
り
支
援

を
受
け
た
共
闘
組
織
等
か
ら
挨

拶
を
受
け
た
。
（
以
下
挨
拶
を

受
け
た
団
体
と
代
表
者
氏
名
・

委
員
会
は
歌
川
副
委
員
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、
議
長
に
は
山

田
委
員
（
岩
沼
駅
連
合
）
を
選

出
し
た
。
地
本
を
代
表
し
、
大

沼
委
員
長
は
、
▼
12
春
闘
情
勢

と
国
労
の
具
体
的
闘
い
▼
人
事

賃
金
制
度
▼
組
織
強
化
・
拡
大

▼
原
発
・
放
射
能
問
題
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
、
「
地

方
本
部
の
抱
え
る
諸
課
題
と
そ

の
克
服
に
向
け
た
取
組
み
を
全

組
合
員
が
実
践
す
る
時
に
き
て

い
る
。
自
信
を
持
っ
て
闘
い
を

進
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
来
賓
（
社
民
党
・
共

産
党
・
平
和
労
組
・
交
運
共
済
・

国
労
議
員
団
）
か
ら
の
挨
拶
の

あ
と
、
運
輸
労
連
全
日
通
労
組

の
佐
久
間
書
記
長
よ
り
問
題
提

起
（
春
闘
と
運
輸
労
働
者
を
取

巻
く
課
題
）
を
受
け
た
。

ま
た
、
東
日
本
本
部
松
井
書

記
長
か
ら
は
▼
技
術
継
承
の
課

題
に
つ
い
て
▼
被
災
線
区
（
大

船
渡
線
・
山
田
線
等
7
線
区
）

の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
輸
送
シ
ス
テ

ム
）
化
は
労
使
間
信
義
に
違
反

▼
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
と

妥
結
に
至
る
経
過
と
課
題
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
地
本
五
十
嵐
書
記

長
が
大
会
以
降
の
経
過
と
方
針

等
を
一
括
提
案
し
、
休
憩
を
挟

ん
で
委
員
か
ら
の
質
疑
（
委
員

19
人
中
12
人
が
発
言
）
と
執
行

部
か
ら
の
答
弁
、
書
記
長
集
約

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
経
過
と
運
動
方
針
が

承
認
さ
れ
、
委
員
会
宣
言
が
提

案
、
承
認
さ
れ
全
て
の
議
事
が

終
了
。

山
田
議
長
が
退
任
、
中
島
副

委
員
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
し
、

大
沼
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
終
了
し
た
。

【
※
編
集
部
よ
り

委
員
の
発

言
に
つ
い
て
は
別
途
国
労
せ
ん

だ
い
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
】
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2
月
20
日

バ
ス
夏
期
ダ
イ
ヤ
交
渉

2
月
20
日

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正

申
11
号
）

2
月
21
日

共
済
担
当
者
会
議
（
福
島
県
・
郡
工
支
部
）

2
月
22
日

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正

申
13
・
16
号
）

2
月
23
日

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正

申
14
・
15
・
17
号
）

2
月
24
日

共
済
担
当
者
会
議
（
宮
城
県
支
部
）

2
月
25
日

第
39
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

3
月
2
日

共
済
担
当
者
会
議
（
仙
総
支
部
）

3
月
7
日

団
交
（
職
場
改
善

申
14
・
15
・
17
号
）

3
月
8
日

団
交
（
職
場
改
善

申
11
・
13
・
16
号
）

 
国
労
仙
台
闘
争
団
と
国
労
福
島
県
闘
争
本
部
は
、
同
組
織
の

解
散
に
伴
い
2
月
17
日
、
ホ
テ
ル
プ
リ
シ
ー
ド
郡
山
に
お
い
て
、

「
国
鉄
闘
争
終
結
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。

 
会
場
に
は
共
闘
組
織
を
始
め
と
し
て
百
を
超
え
る
方
々
が
足

を
運
び
、
長
年
の
闘
い
の
労
を
お
互
い
に
ね
ぎ
ら
い
、
ま
た
終

結
を
心
か
ら
喜
び
あ
っ
た
。

最後に全員で国鉄労働組合歌を合唱した

仙台闘争団のみなさん。この旗も見納めとなった

 
地
方
本
部
は
2
月
18
日
、
仙
台
市
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
１
２
３
回
定
期
地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

 
委
員
会
で
は
出
席
し
た
委
員
の
真
摯
な
討
論
の
結
果
、
議
案

は
全
て
承
認
さ
れ
、
当
面
す
る
諸
課
題
と
12
春
闘
勝
利
に
向
け

た
取
組
み
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

小
檜
山
本
部
長
挨
拶
要
旨

本
物
の
団
結
が
あ
っ
た

25
年
前
の
昨
日
2
月
16
日
、
「
新
会
社
へ

の
採
用
通
知
は
な
い
」
の
一
言
で
、
多
数

の
国
労
組
合
員
が
、
国
鉄
を
追
わ
れ
清
算

事
業
団
行
き
を
宣
告
さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
闘
争
団
・

家
族
と
国
労
組
合

員
、
支
援
す
る
仲

間
の
長
い
闘
い
が

始
ま
っ
た
。

地
方
労
働
委
員
会

に
お
け
る
連
戦
連

勝
に
、
解
雇
の
無

効
を
確
信
し
た
が
、
地
裁
で
の
逆
転
敗
訴
、

最
高
裁
敗
訴
な
ど
の
挫
折
、
そ
し
て
組
織

の
混
乱
も
あ
っ
た
・
・
・
。

そ
れ
ら
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
団
結
の
修

復
の
末
、
闘
争
団
・
家
族
が
待
ち
望
ん
だ
、

本
当
の
春
が
よ
う
や
く
訪
れ
た
。

震
災
以
降
、
「
絆
」
「
が
ん
ば
ろ
う
」

「
あ
き
ら
め
な
い
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の

大
合
唱
に
違
和
感
を
感
じ
た
人
も
少
な
く

な
い
の
で
は
。

だ
が
国
鉄
闘
争
の
支
援
に
は
、
心
が
通
い

合
う
本
物
の
絆
、
頑
張
ろ
う
が
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
最
高
裁
3
対
2
の
敗
訴
に
も

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
国
を
相
手
に
和
解

を
勝
ち
取
れ
た
と
考
え
る
。

敬
称
略/

福
島
県
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
竹
中
柳
一/

社
民
党
福

島
県
連
合
・
古
川
正
浩/

共
産

党
福
島
県
委
員
会
・
神
山
悦
子

/

国
労
本
部
・
眞
子
俊
久
）

更
に
来
賓
の
方
々
が
全
て
紹

介
さ
れ
、
乾
杯
後
の
テ
ー
ブ
ル

ス
ピ
ー
チ
で
は
長
年
の
苦
労
話

と
共
に
近
況
の
報
告
で
は
時
折

笑
い
も
あ
り
、
終
始
穏
や
か
な

懇
親
の
場
と
な
っ
て
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
た
。



JR
東
日
本
新
潟
支
社
の
飯
山

線
に
お
け
る
踏
切
通
行
車
両
と

列
車
の
衝
突
事
故
（
左
記
参
照
）

事
故
事
故
か
ら
1
年
が
経
過
し

た
が
、
当
時
の
責
任
者
ら
2
人

の
社
員
に
対
し
、
JR
東
日
本
は

解
雇
発
令
を
行
な
っ
た
こ
と
が

関
係
者
の
話
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。解

雇
さ
れ
た
社
員
は
信
号
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
所
属

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
50
歳
代

だ
と
い
う
。
解
雇
の
理
由
に
つ

い
て
JR
東
日
本
は
、
「
会
社
の

事
情
に
よ
る
」
と
し
、
具
体
的

な
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
模
様
。

ま
た
当
該
社
員
の
2
人
は
、

11
年
7
月
19
日
に
新
潟
地
検
長

岡
支
部
書
類
送
検
（
業
務
上
過

失
往
来
危
険
罪
及
び
業
務
上
過

失
致
死
罪
）
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
事
故
の
背
景
に
は
、
新

潟
支
社
と
長
野
支
社
の
境
界
変

更
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
踏
切
ト
ラ
ブ
ル
の
対

処
方
が
違
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
解
雇
処
分
を
受
け

て
、
現
場
の
組
合
員
か
ら
は

「
踏
切
故
障
に
交
通
渋
滞
は
つ

き
も
の
。
そ
の
中
を
信
号
社
員

は
故
障
を
復
帰
さ
せ
る
た
め
に

現
場
に
向
か
っ
て
い
る
。
車
の

運
転
手
か
ら
罵
声
を
浴
び
、
時

に
は
暴
力
行
為
も
受
け
る
。
そ

の
結
果
が
解
雇
で
は
や
り
き
れ

な
い
」
「
少
な
い
要
員
で
交
通

整
理
と
保
安
体
制
の
確
保
、
故

障
復
旧
を
信
号
社
員
だ
け
で
行

う
の
は
ど
う
み
て
も
無
理
。
今

回
の
事
故
も
2
人
の
復
旧
対
応

中
で
の
事
故
だ
」
と
い
っ
た
不

安
の
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、
波

紋
が
広
が
る
こ
と
は
必
至
だ
。

今
回
の
事
象
（
踏
切
事
故
）

を
受
け
て
、
仙
台
支
社
は
「
運

転
取
扱
細
部
指
導
集
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
」
と
い
う
連
絡
文

書
（
仙
支
総
１
６
８
８
号
平
成

23
年
10
月
17
日
）
を
発
し
、
各

現
場
で
の
説
明
を
実
施
し
た
。

だ
が
、
現
場
で
は
社
員
の
質

問
等
に
十
分
に
答
え
て
お
ら
ず
、

「
見
切
り
発
車
」
と
の
誹
り
を

免
れ
な
い
と
い
う
見
方
が
大
半

で
あ
る
。

例
え
ば
、
追
加
と
な
っ
た

「
踏
切
鳴
動
持
続
時
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」
の
具
体
的
な
取
扱

い
に
つ
い
て
、
抑
止
要
請
は

（
ア
）
緊
急
自
動
車
が
進
来
し

た
場
合
（
イ
）
交
通
渋
滞
が
激

し
く
警
察
か
ら
改
善
要
請
が
あ
っ

た
場
合
（
ウ
）
係
員
に
対
す
る

暴
力
行
為
が
危
惧
さ
れ
た
等
、

通
行
者
（
車
）
を
通
行
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
場
合

に
社
員
が
手
配
可
能
と
あ
る
が
、

「
指
令
間
協
議
を
経
て
、
更
に

は
手
順
書
を
作
成
し
、
そ
の
後

に
抑
止
手
配
と
あ
る
。
時
間
が

か
か
り
す
ぎ
る
の
で
は
」
「
机

上
の
文
書
で
あ
り
、
現
場
の
実

態
と
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
、
不
明
な
点
に

つ
い
て
説
明
を
行
な
っ
た
管
理

者
に
尋
ね
た
が
、
明
確
な
返
答

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

現
場
で
は
、
「
こ
れ
で
実
施

と
な
る
の
か
。
ま
た
本
当
に
事

故
は
防
げ
る
の
か
」
と
疑
問
を

抱
い
て
お
り
、
丁
寧
な
議
論
と

説
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

磐
越
東
線
の
磐
城
常
葉
駅
前

に
線
量
計
が
設
置
さ
れ
た
と
い

う
。
業
務
で
立
ち
寄
っ
た
組
合

員
が
地
域
の
方
か
ら
、
「
立
派

な
線
量
計
を
置
い
て
も
ら
っ
て

あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
、

「
戸
惑
う
や
ら
恥
ず
か
し
い
や

ら
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
駅

前
に
あ
れ
ば
、
「
JR
が
設
置
し

た
」
と
思
う
の
が
普
通
だ
が
、

し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
れ
は

自
治
体
が
設
置
し
た
も
の
だ
か

ら
だ
。
JR
に
は
「
普
通
の
感
覚
」

を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。
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異
動
の
お
知
ら
せ

エ
ル
ダ
ー
社
員
と
し
て

仙
台
か
ら
郡
山
ま
で
遠
距

離
通
勤
を
し
て
い
た
郡
山

駅
勤
務
（
ビ
ジ
ネ
ス
え
き

ネ
ッ
ト
）
の
庄
子
健
一
さ

ん
が
、
3
月
1
日
付
け
で
、

仙
山
線
の
東
照
宮
駅
に
異

動
し
ま
し
た
。

2月25日、国労仙台家族会は、磐梯熱

海温泉浅香荘において、定期総会を開

催した。

家族会は05年から二瓶氏から会長を

引継いだ眞屋氏が、7年間という長期

間にわたり家族会の活動を牽引してき

た。

総会において、眞屋会長は▼05年か

ら郡山信通分会と仙台闘争団の家族み

なさんを中心に活動をしてきたが、定

年退職が続いたため、郡山分会連絡協

議会に相談し、御夫人の入会促進運動

を展開してきた▼その結果、08年には

郡山駅連合分会の家族7人から加入が

あり、現在は同駅分会の家族を中心に

家族会の運動を進めている▼また09年

からは、総会には夫達にも参加をして

もらい、家族的な雰囲気の中での交流

になっている。組合活動を理解する良

い機会でもあり、会の支えになってい

る、等の経過を含めたあいさつを述べ

た。

総会においては、

新会長に千葉氏

を選出し、新た

な仙台家族会の

運動を展開する

こととなった。

東北工事事務所分会「ろばた」より

ろばた９０６号でご案内の通り、分会は

「不当解雇とたたかう日本航空労働者を支

える会」に入会し、先日「支える会通信第

２号」が送付されてきました。紙面には、

元自衛官パイロットの意見陳述の感想や解

雇された方の怒りがこめられていました。

「支える会」の入会拡大行動・北海道では、

元国労稚内闘争団・紋別闘争団・北見闘争

団・美幌闘争団・留萌闘争団・旭川闘争団

の仲間が協力、北海道の会員拡大の行動で

は、元国労闘争団の方々が御自分の車で長

距離を各労組まわりに時間を費やしていた

だいて本当にお世話になりました。（略）

国労の大きさを実感した活動でした。こ

れを呼んで目頭が熱くなりました。「会」

の案内文書には「会員の方には年６回通信

を送らせていただきます。初回は郵送させ

ていただきますが、Ｅメールアドレスをお

知らせいただいている方には財政上の観点

から、次号以降はメールにて配信させてい

ただきますのでどうぞご了承ください。」

と記載されていました。

私も「支える会」に入会しＥメールとし

ます。そして、分会への会報送付は財政支

援から辞退しようと思います。みなさんの

了承をお願いします。もう一つ、国労支援

への御礼をこめて「支える会」への入会を

呼びかけます。（舟涛）

【ろばた No908 12年2月7日】

飯
山
線
踏
切
事
故

 
11
年
2
月
1
日
、
新
潟
県

津
南
町
の
JR
飯
山
線
の
大

根
原
踏
切
で
、
普
通
列
車

と
車
が
衝
突
し
、
車
を
運

転
し
て
い
た
男
性
が
死
亡

し
た
事
故
。

踏
切
は
故
障
の
た
め
遮

断
機
が
下
り
っ
ぱ
な
し
の

状
態
で
、
社
員
2
人
が
監

視
し
て
い
た
。

 
事
故
当
時
は
JR
社
員
2

人
が
手
動
で
遮
断
機
を
上

げ
て
車
を
誘
導
し
た
が
、

現
地
は
線
路
の
両
側
に
2

メ
ー
ト
ル
も
の
雪
の
壁
が

あ
り
、
見
通
し
が
非
常
に

悪
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た

列
車
の
運
行
状
況
を
指
令

員
に
確
認
し
て
い
な
か
っ

た
と
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

活発な意見が飛び交う総会の様子


